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七百回御遠忌のポスターに 

用いられた「合掌の図」 



2019201920192019年年年年3333月月月月10101010日日日日［［［［日日日日］］］］10:0010:0010:0010:00開会式開会式開会式開会式    

【ごえんき ごきげん ワークショップ 団体】 

真宗大谷派長浜教区真宗大谷派長浜教区真宗大谷派長浜教区真宗大谷派長浜教区ではではではでは、「、「、「、「東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援」」」」としてとしてとしてとして、、、、５５５５年間年間年間年間「「「「おおおお米米米米のののの手渡手渡手渡手渡しししし支援事業支援事業支援事業支援事業」」」」にににに取取取取りりりり

組組組組んできましたんできましたんできましたんできました。。。。このこのこのこの度度度度、「、「、「、「長浜教区長浜教区長浜教区長浜教区・・・・五村別院五村別院五村別院五村別院・・・・長浜別院宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌長浜別院宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌長浜別院宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌長浜別院宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌」」」」全体全体全体全体のののの

オープニングイベントをオープニングイベントをオープニングイベントをオープニングイベントを、、、、おおおお一人一人一人一人でもでもでもでも多多多多くのくのくのくの皆様皆様皆様皆様とととと共々共々共々共々にににに確確確確かめかめかめかめ合合合合えることをえることをえることをえることを願願願願いとしていとしていとしていとして、『、『、『、『いのちとことばのいのちとことばのいのちとことばのいのちとことばの響響響響

舞台舞台舞台舞台』』』』をををを開催致開催致開催致開催致しますしますしますします。。。。さてさてさてさて、、、、社会社会社会社会やややや自然環境自然環境自然環境自然環境やややや変化変化変化変化がががが著著著著しくしくしくしく激激激激しいしいしいしい現代現代現代現代にににに、、、、東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災はははは起起起起きましたきましたきましたきました。。。。

それはそれはそれはそれは、、、、私私私私たちがたちがたちがたちが何何何何をををを拠拠拠拠りどころとしてりどころとしてりどころとしてりどころとして生生生生きているのかをきているのかをきているのかをきているのかを根本根本根本根本からからからから問問問問いいいい直直直直すすすす機縁機縁機縁機縁でありましたでありましたでありましたでありました。。。。震災震災震災震災によりによりによりにより様々様々様々様々

なななな問題問題問題問題があらわになりましたががあらわになりましたががあらわになりましたががあらわになりましたが、、、、以来以来以来以来、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの生生生生きききき方方方方はははは、、、、親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人がががが明明明明らかにされたおらかにされたおらかにされたおらかにされたお念仏念仏念仏念仏のののの教教教教えにかえにかえにかえにか

なってきたのでしょうかなってきたのでしょうかなってきたのでしょうかなってきたのでしょうか。。。。東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災をををを通通通通してしてしてして、、、、あらためてあらためてあらためてあらためて人人人人とのとのとのとの出遇出遇出遇出遇いいいい、、、、言葉言葉言葉言葉とのとのとのとの出遇出遇出遇出遇いいいい、、、、いのちやいのちやいのちやいのちや人人人人のののの

つながりをつながりをつながりをつながりを親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人のののの教教教教えにえにえにえに聞聞聞聞きききき、、、、仏道仏道仏道仏道をををを歩歩歩歩まんとするまんとするまんとするまんとする私私私私たちたちたちたち一人一人一人一人ひとりのひとりのひとりのひとりの次次次次なるなるなるなる一歩一歩一歩一歩となることをとなることをとなることをとなることを願願願願いとしいとしいとしいとし

てててて開催開催開催開催いたしますいたしますいたしますいたします。。。。是非是非是非是非ともともともとも、、、、みなさまおみなさまおみなさまおみなさまお誘誘誘誘いいいい合合合合わせのうえおわせのうえおわせのうえおわせのうえお越越越越しくださいしくださいしくださいしください。。。。    

長浜教区・五村別院・長浜別院  

宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌 記念事業 

御遠忌オープニングイベント 

 東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災をををを機縁機縁機縁機縁としてとしてとしてとして、、、、真宗大谷派長浜教区真宗大谷派長浜教区真宗大谷派長浜教区真宗大谷派長浜教区でででで５５５５年間取年間取年間取年間取りりりり組組組組んできたんできたんできたんできた「「「「おおおお米米米米のののの手渡手渡手渡手渡しししし支援事業支援事業支援事業支援事業」」」」をををを

通通通通してしてしてして、、、、私私私私たちはたちはたちはたちは何何何何をををを学学学学びびびび、、、、何何何何をををを得得得得てきたかてきたかてきたかてきたか。。。。このこのこのこの度度度度のののの震災震災震災震災からからからから得得得得たことやたことやたことやたことや学学学学んだことんだことんだことんだこと、、、、そしてそしてそしてそして、、、、課題課題課題課題をををを再確認再確認再確認再確認

することをすることをすることをすることを視野視野視野視野にににに入入入入れれれれ、、、、一人一人一人一人ひとりのひとりのひとりのひとりの総括総括総括総括のののの場場場場としてとしてとしてとして語語語語りりりり合合合合いいいい、、、、聞聞聞聞きききき合合合合いますいますいますいます。。。。 

参加費参加費参加費参加費    

無無無無    料料料料    

〒526-0059 長浜市元浜町32-4 

 TEL:：0749-62-0737  

 FAX：0749-62-0754 

会場：長浜別院（大通寺）本堂  

１、和太鼓の演奏・古事記読み聞かせ (お経とのコラボ)  

２、体と心をほぐす「ろっ骨エクササイズKaQiLa」  

３、HEART&SOUL による ライブコンサート ほか 

第一部 「ことばの響舞台」シンポジウム 

10:5010:5010:5010:50開会開会開会開会    

第二部 

13:3013:3013:3013:30開会開会開会開会    

「いのちの響舞台」参加型音楽イベント 

テーマ：東日本大震災から８年 

〔東日本復興支援チャリティーコンサート〕 

【演目】 

【【【【駐車場駐車場駐車場駐車場についてについてについてについて】】】】長浜別院境内長浜別院境内長浜別院境内長浜別院境内にてにてにてにて駐車可能駐車可能駐車可能駐車可能。。。。ただしただしただしただし駐車台数駐車台数駐車台数駐車台数にににに限限限限りがりがりがりが

ありますのでありますのでありますのでありますので満車満車満車満車のののの際際際際はははは、、、、市内市内市内市内コインパーキングをごコインパーキングをごコインパーキングをごコインパーキングをご利用利用利用利用くださいくださいくださいください。。。。    

    昼食（豚汁）昼食（豚汁）昼食（豚汁）昼食（豚汁）

のおもてなし  のおもてなし  のおもてなし  のおもてなし  

があります。があります。があります。があります。    

きょう 

いのちいのちいのちいのちととととことばことばことばことばのののの響舞台響舞台響舞台響舞台    

主催：311スマイルアゲイン実行委員会 

           御遠忌テーマ    「今、いのちがあなたを生きている」    
           御遠忌スローガン  「いただこう あわせる 掌のぬくもりを」 



「医療現場で求められる仏教」 

 講 師 田畑 正久

たばた まさひさ

 氏 

2019201920192019年年年年4444月月月月20202020日日日日［［［［土土土土］］］］13:3013:3013:3013:30開会開会開会開会    

講 師  中島 岳志

なかじま たけし

 氏 

「となりの親鸞」 

1949（昭和24）年、大分県生まれ。浄土真宗本願寺派門徒。九州

大学医学部卒。国立中津病院、東国東地域広域国保総合病院

（現、国東市民病院）を経て、現在、佐藤第二病院院長（大分県

宇佐市）、龍谷大学大学院教授、大分大学非常勤講師。「西本願

寺医師の会」発起人。大分県内で「歎異抄の会」を開催。著書に

『生と死を見つめて－医療と仏教が共に出来ること』（東本願寺

出版）『医師が仏教に出遇ったら』（本願寺出版社）『医療文化

と仏教文化』（本願寺出版）『大往生できる人 できない人』

（三笠書房）など。 

長浜教区・五村別院・長浜別院  

宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌 記念事業 

讃 仰 記 念 講 演 会  

1975（昭和50）年、大阪生まれ。真宗大谷派教学会議教学員。大阪

外国語大学卒業。京都大学大学院博士課程修了。北海道大学大学院

准教授を経て、2017年8月現在は東京工業大学リベラルアーツ研究教

育院教授。専攻は南アジア地域研究、近代日本政治思想。テレビ朝

日「報道ステーション」元コメンテーター。2005年『中村屋のボー

ス インド独立運動と近代日本のアジア主義』で大佛次郎論壇賞を受

賞。著書に『インドの時代』『「リベラル保守」宣言』『血盟団事

件』『ナショナリズムと宗教』『親鸞と日本主義』など。  

聴講 

無料 

会場：長浜別院 

住所：長浜市元浜町32-4 

2019201920192019年年年年4444月月月月24242424日日日日［［［［水水水水］］］］13:3013:3013:3013:30開会開会開会開会    

会場：五村別院 

住所：長浜市五村150 

講題 

⻑浜教区・五村別院・⻑浜別院宗祖親鸞聖⼈七百五⼗回御遠忌法要 
≪五村別院 2019年5月10⽇（⾦）〜12⽇（⽇）≫ 
≪⻑浜別院 2019年5月17⽇（⾦）〜19⽇（⽇）≫ 

（16:00頃閉会予定） 

（16:00頃閉会予定） 

講題 



  1257年（85歳）  親鸞、『浄⼟三経往生⽂類』（広本）を転写。 
             親鸞、『如来⼆種回向⽂』転写。  

親鸞聖人のご生涯⑪ 

光

覺

寺

の

御

遠

忌

法

要

を

終

え

て 

     1257年（85歳）  親鸞、『上宮太⼦御記』を著わす。   
                親鸞、『浄⼟⽂類聚鈔』を転写。 
                                           親鸞、『⼀念多念⽂意』を転写。 
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と

言

わ

れ

て

田

舎

に

帰

り

、

御

遠

忌

の

写

真

を

撮

っ

て

い

ま

し

た

。

当

時

は

御

遠

忌

の

中

身

も

知

ら

ず

、

父

母

に

言

わ

れ

る

ま

ま

に

、

皆

が

さ

れ

る

事

を

見

て

い

ま

し

た

。

そ

れ

か

ら

は

、

そ

の

時

の

記

念

の

肩

衣

を

今

ま

で

法

事

な

ど

に

掛

け

て

き

ま

し

た

。

会

社

を

定

年

に

な

り

夫

婦

で

実

家

に

帰

っ

て

長

浜

教

区

七

五

〇

回

忌

お

待

ち

受

け

で

帰

敬

式

を

受

け

、

寺

の

総

代

に

指

名

さ

れ

、

三

年

間

の

門

徒

研

修

会

に

も

参

加

し

、

推

進

員

養

成

講

座

を

受

け

本

山

で

の

教

習

で

は

皆

で

今

後

実

行

す

る

宣

誓

文

を

宗

祖

親

鸞

聖

人

御

真

影

の

御

前

で

発

表

し

ま

し

た

。

こ

の

頃

か

ら

、

少

し

ず

つ

親

鸞

聖

人

の

お

教

え

に

導

か

れ

て

い

き

ま

し

た

。

 

 

ち

ょ

う

ど

そ

の

頃

、

先

人

達

が

計

画

し

て

く

れ

て

い

た

積

立

も

終

わ

っ

た

事

も

あ

り

、

寺

で

は

「

七

五

〇

回

忌

御

遠

忌

法

要

を

行

お

う

」

と

の

話

が

盛

り

上

が

っ

て

き

て

、

総

会

後

一

年

間

は

『

御

遠

忌

準

備

委

員

会

』

で

検

討

を

重

ね

て

ま

い

り

ま

し

た

。

準

備

す

る

に

当

た

り

五

十

年

前

の

資

料

は

一

九

九

九

（

平

成

十

一

）

年

の

本

堂

焼

失

に

見

舞

わ

れ

全

て

無

く

な

っ

て

お

り

、

有

る

の

は

私

が

撮

っ

た

写

真

く

ら

い

で

し

た

。

よ

っ

て

、

周

辺

の

法

要

を

実

施

さ

れ

た

お

寺

さ

ん

を

参

考

に

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

そ

の

後

、

臨

時

総

会

も

行

い

『

御

遠

忌

委

員

会

』

に

移

行

し

、

委

員

会

は

１３

回

に

及

ぶ

会

議

で

、

法

要

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

、

庭

儀

（

て

い

ぎ

）

等

の

宿

、

記

念

品

等

の

外

注

準

備

、

食

事

等

の

各

担

当

の

詳

細

確

認

が

行

わ

れ

、

式

支

配

か

ら

の

門

徒

説

明

会

と

準

備

を

進

め

ま

し

た

。

 

 

二

〇

一

七

（

平

成

二

十

九

）

年

十

一

月

御

遠

忌

は

前

日

の

逮

夜

、

法

話

、

帰

敬

式

か

ら

始

ま

り

、

当

日

は

晴

天

に

恵

ま

れ

、

住

職

、

門

徒

一

同

晴

々

し

た

気

持

ち

で

稚

児

衣

裳

替

え

か

ら

庭

儀

、

お

ね

り

、

御

遠

忌

法

要

と

な

り

、

本

堂

一

杯

の

参

列

者

で

大

き

な

声

の

唱

和

と

な

り

ま

し

た

。

 
 

 
 

 

今

回

の

御

遠

忌

法

要

を

厳

修

す

る

に

当

た

り

、

時

代

に

相

応

し

、

重

荷

に

な

ら

な

い

よ

う

に

派

手

に

も

質

素

に

も

な

ら

な

い

内

容

で

実

施

で

き

た

の

で

は

な

い

か

と

喜

ん

で

お

り

ま

す

。

更

に

八

百

回

忌

御

遠

忌

法

要

に

向

け

住

職

の

御

孫

さ

ん

も

体

験

さ

れ

た

事

は

良

い

事

だ

っ

た

と

思

っ

て

い

ま

す

。

五

十

年

毎

と

は

言

い

ま

す

が

、

な

か

な

か

門

徒

衆

が

一

丸

と

な

ら

な

い

と

出

来

な

い

事

業

で

あ

り

ま

す

。

私

も

今

総

代

と

な

り

無

事

に

厳

修

出

来

た

事

で

ホ

ッ

と

し

て

い

ま

す

。

 

 

次

は

副

住

職

が

推

進

し

て

い

ま

す

子

ど

も

た

ち

や

若

い

親

御

さ

ん

が

気

楽

に

お

寺

に

来

れ

る

様

に

と

『

ぴ

か

り

』

と

い

う

名

で

イ

ベ

ン

ト

を

実

施

し

て

い

ま

す

の

で

、

そ

れ

に

毎

回

参

加

協

力

さ

せ

て

頂

い

て

い

ま

す

。

そ

こ

で

は

皆

で

た

こ

や

き

を

作

っ

た

り

、

蜜

柑

を

焼

い

た

り

、

味

噌

つ

き

を

し

た

り

、

田

楽

を

焼

い

た

り

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

で

色

ん

な

説

明

を

し

て

も

ら

っ

た

り

と

、

他

所

の

方

々

も

含

め

て

情

報

交

換

も

し

て

、

お

寺

で

ワ

イ

ワ

イ

、

ガ

ヤ

ガ

ヤ

や

っ

て

い

ま

す

。

私

も

そ

う

で

し

た

が

、

お

寺

は

年

寄

り

が

行

く

所

と

考

え

て

い

ま

し

た

が

、

子

ど

も

た

ち

が

集

ま

る

日

曜

学

校

な

ど

は

良

い

事

だ

と

思

い

ま

す

。

昨

今

の

情

報

過

多

と

技

術

革

新

の

速

さ

、

複

雑

な

社

会

の

し

わ

寄

せ

を

受

け

て

い

る

我

々

み

ん

な

が

、

親

鸞

聖

人

が

お

教

え

て

頂

い

て

い

る

「

よ

り

ど

こ

ろ

」

を

求

め

て

聴

聞

を

重

ね

、

小

さ

い

時

か

ら

馴

染

み

の

お

寺

に

し

て

い

き

た

い

も

の

で

す

。

 

思

い

出

を

磨

く

こ

と 

 
 

 

第

12

組

 

光

圓

寺

住

職

 

髙

堂

 

祐

眞

 

 

一

九

六

八

（

昭

和

四

十

三

）

年

の

十

一

月

一

日

か

ら

三

日

ま

で

の

三

日

間

、

自

坊

光

圓

寺

で

親

鸞

聖

人

の

七

百

回

御

遠

忌

が

厳

修

さ

れ

ま

し

た

。

ま

さ

に

門

徒

の

皆

さ

ん

手

作

り

の

御

遠

忌

で

し

た

。

門

前

に

杉

の

葉

で

飾

ら

れ

た

門

柱

が

建

て

ら

れ

、

門

を

入

っ

た

右

手

に

笠

を

か

ぶ

っ

た

親

鸞

聖

人

の

手

作

り

の

像

が

あ

り

ま

し

た

。

普

段

は

農

作

業

で

ご

つ

ご

つ

し

た

手

に

数

珠

を

持

ち

右

手

で

杖

を

つ

い

て

、

に

こ

に

こ

ほ

ほ

え

み

な

が

ら

お

寺

に

お

参

り

さ

れ

た

お

年

寄

り

の

姿

が

目

に

焼

き

付

い

て

い

ま

す

。

 

 

当

時

、

私

は

中

学

校

一

年

生

、

二

人

の

弟

は

五

年

生

と

二

年

生

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

そ

の

頃

父

は

ガ

ン

闘

病

中

で

お

ね

り

は

歩

く

こ

と

が

で

き

ず

、

私

が

父

の

代

役

で

し

た

。

そ

の

三

年

後

に

父

は

な

く

な

り

ま

し

た

。

あ

れ

か

ら

ち

ょ

う

ど

今

年

が

五

十

年

目

に

あ

た

り

ま

す

。

 

 

五

十

年

ご

と

に

お

勤

め

す

る

意

義

、

そ

れ

は

、

五

十

年

前

の

同

行

の

皆

さ

ん

が

ど

ん

な

こ

と

を

伝

え

よ

う

と

表

現

さ

れ

た

の

か

。

私

た

ち

は

ど

う

い

う

バ

ト

ン

を

受

け

取

っ

た

の

か

。

そ

れ

を

確

か

め

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

う

し

な

け

れ

ば

、

私

た

ち

が

、

次

の

世

代

に

何

を

伝

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

も

明

確

に

な

ら

な

い

か

ら

で

す

。

そ

れ

が

今

、

五

十

年

前

の

同

行

の

み

な

さ

ん

か

ら

問

い

か

け

ら

れ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

今

年

の

両

別

院

の

御

遠

忌

が

ま

さ

に

そ

う

い

う

問

い

を

持

っ

た

大

切

な

法

要

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。

 


